
約 日 (2)面接の有無

ビザ

空港発 空港経由

空港着

空港発 空港経由

空港着

往路　： 航空

復路　： 航空

（サイト名： ）

（ ）

(1)移動手段
（ )

(2)所要時間 約

(1)オリエンテーション ( )

(2)滞在許可申請 ( )

(3)留学生向け語学研修 ( )

(4)その他手続き （ ）

2019年度 交換留学報告書

2.到着後の手続きについて

大学がいろいろなプログラムを用意してくれています。

保険加入の手続きがありました。

留学開始時の学年

30

留学先学部

(2)復路

(3)利用航空会社

(5)購入方法

(1)往路
Ⅱ.航空券

1.出発準備について

(4)航空券の種類

Expedia

(5)申請方法（必要書類等）と、困ったこと・気を付けた方がいい事など。
申請するにあたり、面接の予約や必要書類など、事前に準備するものがたくさんあるので、早めにアメリカ大使館の
サイトを確認しておくといいと思います。面接からビザの発行までにも若干時間がかかるので注意が必要です。

(6)予防接種 なし

留学期間

12月

2020

留学先
大学

ボーリンググリーン州立大学
Bowling Green State University

留学先
国

・都市
アメリカ合衆国

年
※コロナウィルスの影響により早期帰国
（3月～5月：日本でオンライン受講）

Ⅰ.ビザ取得　　　　

2年生 帰国時の学年 3年生学部・研究科教育学部中学校コース英語専修

Ⅰ.空港から大学までの移動

1 時間 0 分

Cleveland HopkinsAirport O'Hare International Airport

1 月 ～ 2020 年 5 月

(1)取得に要した日数

Detroit Metropolitan Wayne 

成田国際

(3)ビザの種類

(4)取得時期

J-1

デルタ

アメリカン・日本

Ⅱ.到着後の手続き

期間：

旅行代理店窓口 インターネット

その他

学期前 学期中

有 無

有 無

有 無

大学手配の出迎え 知人の出迎え電車 タクシー

その他

バス

有 無

FIX (日程変更不可) OPEN (日程変更可) FIX/OPEN 片道 その他

直行便 乗継

直行便 乗継
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(1)住居の種類 （寮名： ）

( ）

(2)シェア人数 人 (3)共有部分 (4)自炊

(5)大学までの交通手段と所要時間 (6)個室の有無
分

（ ）

(1)毎日の食事についてあてはまるもの全てに✔

( )

(2)ミールプラン 月額 （現地通貨） （日本円約 円）

(3)最寄りのスーパーやマーケットまでの所要時間

分

(4)食事について困った事やアドバイス

(1)住居
(2)キャンパス （ ）
(3)個人契約

ある場合は契約内容について（契約会社、契約方法など）

(3)外出先でのインターネット利用

(4)携帯電話利用について
その利用方法について（契約会社、契約方法、費用など）

(1)治安
注意すべき点

(2)交通の利便性
(3)主な交通手段 ( )

分 （交通手段： ）

(7)住居申込方法・時期 大学のホームページから行います。申し込み期限に注意です。

(8)住居について困った事やアドバイス及びルームメイトについて（国籍や良かったこと、困った事）

3.生活について

4.留学先大学について

共同のバスルームだということは分かっていましたが、実際に使ってみて慣れるまでは大変でした。また、金曜日の
夜などは特に廊下や隣の部屋から大きめの話し声などが聞こえてくるので、そこも慣れるまでストレスでした。

Ⅱ.食事

MacDonald Hall
Ⅰ.住居

5

(4)都市部（繁華街）までの所要時間 10 徒歩

3000$ 300000

基本的にミールプランの加入が必須です。大学内に２つある食べ放題の食堂で使えるswipeと、売店などで使える
Falcon dollarsの２種類がありますが、半々のプランがおすすめです。

【

大学から配布されたSIMカードを飛行機の中であらかじめ差しておけば、空港についてすぐ使うことができます。

Ⅲ.インターネット環境

平日 【

Ⅰ.大学の周辺地域

夜間に一人で外出するのは控えた方が無難だと思います。

大学のキャンパス内にWi-Fiが飛んでいます。寮に入れば必然的にキャンパス内に住むことになるので、部屋でもイ
ンターネットを利用できます。

ある場合はその利用方法について（カフェやお店の無料Wi-Fiなど）

】 週末

（自分は除く）

1

】

寮

アパート ホームステイ その他

バス トイレ キッチン 可 不可

徒歩 バス・電車 自転車

自炊 寮食 外食 その他大学内学食

有 無

有 無

日本の携帯を持参 現地購入 使用していない

電車・地下鉄 バス・トラム 自動車 その他

良い 普通 良くない

普通 あまり良くない良い

有 無

有 無

有 無

キャンパス全体 接続スポット

有 無

徒歩 バス・電車 自転車

悪い

朝 昼 夜 朝 昼 夜
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(5)交通手段に関して注意すべきことやアドバイス

(6)よく利用した買い物やレジャー、医療機関など周辺施設について

(1)履修登録の時期・方法
（ ）

(2)履修の制限

(3)授業・履修登録で困ったことやアドバイス

(4)語学研修（学期前・学期中）を受けていれば、期間・内容・費用について

(4)履修科目 ※記入欄が不足する場合は追加してください。

6

英語

英語

授業の言語

授業の言語

授業の言語

英語

単位

単位

名 単位

名

単位数

約

15

単位30

単位数

名 単位

単位数

単位

出席人数

#

7

8

9
約 名

科目名

科目名

授業内容
/履修学

期

科目名

授業内容
/履修学

期

出席人数 単位数

約 名 単位

単位

単位数

5

授業内容
/履修学

期

出席人数

授業の言語

授業の言語

授業の言語

Ⅱ.授業

単位数

3

科目名
授業内容
/履修学

期

授業内容
/履修学

期

科目名
授業内容
/履修学

期

科目名

授業内容
/履修学

期

科目名

基本的に必要なものは大学で完結しますが、生活用品（寝具やアメニティ類）については近くのスーパーマーケット
に行かないと手に入らないと思います。

交通の便はお世辞にもいいとは言えませんが、ダウンタウンまでは大学から徒歩で行けない距離ではありません。
遠くの街へ行くなら友達に車を出してもらうしかありません。

単位数

1

科目名

約

出席人数

10

科目名

授業の言語

単位数

単位

授業内容
/履修学

期

約 名

名

20

出席人数

日本の現代社会について学ぶ授業です。日本の事とは言
え、授業は当然英語で行われ、discussionなども多いた
め、難易度は高めです。

JAPN 4150
日本の映画作品を通して、当時の時代背景や日本的な思
想文化について考察する授業です。2160と同様、授業は
英語で、discussionやpresentationが定期的にあります。

授業内容
/履修学

期

2

科目名

授業の言語

約

4

ビザを維持するために12単位以上の履修が必須です。

ESOL 1010
英語を母国語としない学生のためのwritingの授業です。履
修する科目に迷ったらこの授業を取るといいと思います。

ESOL 1040
英語を母国語としない学生のためのspeakingとlisteningの
授業です。

JAPN 2160

最初のうちは、英語力がさほど関係のない授業も一つくらいは取るといいと思います。（スポーツや芸術分野など）ま
た、授業ごとに４桁の番号が振られているのですが、数字が小さいものが基礎や概論の授業になっています。いき
なり４０００番代の授業などを履修するのはおすすめしません。

授業の言語

約 名

出席人数

約

英語

出席人数

出席人数

授業内容
/履修学

期

単位数

約

出席人数

出席人数

単位数

約 名 単位

授業の言語

名

出発前 出発後 オンライン メール等派遣先大学国際室

その他
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(5)履修して良かった科目※記入欄が不足する場合は追加してください。

(1)課外活動への参加
(2)イベントへの参加

有る場合はクラブ名、イベント名と活動内容を記入

(1)学食・カフェテリア 箇所

(2)スポーツ関連施設 ）

(3)ライティング・センター等履修サポートサービス

(4)その他お勧めの施設・設備

(5)現地学生との交流機会

(1)お金の管理方法

（ ）

Ⅳ.施設・設備

Ⅲ.課外活動

学期を通じて４つほどの課題が出て、その都度提出、推敲、再提出の流れになっています。また、文法
的な内容に関しても少し触れます。

科目名

理由

科目名

理由

科目名

理由

ESOL 1010

様々な形式のエッセイを書く練習ができます。教授がひとりひとりのエッセイに目を通し、丁寧に
feedbackをくれるのでとてもおすすめです。

Japanese Clubという、日本人留学生と日本に興味のある現地学生との交流を行う団体があります。ここでたくさん友
達を作ることができるのでおすすめです。

詳細
（課題、試

験等）

詳細
（課題、試

験等）

詳細
（課題、試

験等）

前述したJapanese Clubで、たくさんの現地学生の友達を作ることができました。帰国してからも連絡を取り合ってい
ます。

不便だったこと・お勧め方法等アドバイス
現金は日本で換金して少し持参しましが、使う機会は全くありませんでした。クレジットカードかプリペイドカードで十
分です。

2

ジム、プール、体育館

Ⅴ.お金の管理

具体的に　（

そう感じた理由を教えて下さい。

無有

無有

無有

やや満足満足 やや不満 不満

有 無
有 無

インターナショナルカード（国際キャッシュカード）現地銀行口座 クレジットカード

デビットカード海外専用プリペイドカード（キャッシュパスポート等）

その他

現金
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月額（もしくは総額）

内容詳細

往復航空券・燃油サーチャージ・
空港使用料

海外留学保険

ビザ申請料

その他（　　　）

月額

合計　

-

¥2,000

4ヶ月

支払方法

320,000¥    

-

-

-

期間(ヶ月)

食費（平均月額）

40,000¥      

旅行（総額）

Registration/Administration Feeなど
留学先支払手数料（総額）

その他（　　　）

4ヶ月

4ヶ月

-

-

国際室

総額(円）

語学研修代 -

-¥             

-

光熱水費（月額）

携帯料金（月額）

インターネット料金（月額）

交通費（平均月額）

4ヶ月

-

※コロナウィルスの影響により早期帰国しているため、参考程度としてください。

宿舎費（月額）

渡航
準備

100,000¥    

150,000¥    

Ⅰ.留学にかかる費用

¥2,000

8,000¥        4ヶ月

200,000¥    現地保険 -

-¥             

160,000¥    

5.費用について

現地
費用

その他（　　　）

¥80,000

-¥             

-

期間(ヶ月)

4ヶ月間

Ⅱ.奨学金について

テキスト代、研究費用、学用品（総額）

日用品（平均月額）

娯楽費（平均月額）

1,014,000¥  

- 10,000¥      

-

-

¥80,000

¥40,000

¥2,000

8,000¥        

10,000¥      

8,000¥        

奨学金名

日本学生支援機構（JASSO)

申請方法

クレジットカー

クレジットカークレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

月額
総額

月額
総額

月額
総額

現金

クレジットカード

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金

現金
クレジットカード

現金

現金

現金

現金

現金

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード
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、

(2)留学先大学を決めるにあたり、参考にしたものを教えてください（例：大学HP、先輩の話、国際室の資料等）

国際室の資料を何度か見に行きました。

本来は12月までの１年間の留学の予定でしたが、3月に新型コロナウィルスの流行により、帰国を余儀
なくされてしまいました。そこからオンライン授業が始まり、日本でアメリカの授業を受けることになりまし
た。結果的に、現地に滞在できたのは2ヶ月間だけでしたが、とても濃い２ヶ月間でした。毎日が真新しい
体験の連続で、その分ストレスも大きかったですが、大きく成長できたと感じています。友達もたくさんで
き、彼らに自分の思いを伝えたいという気持ちが、英語を勉強するモチベーションにもなっていました。留
学は自分が思っていた以上に辛いものでしたが、得られるものも大きかったように思います。自分が生
まれ育った環境とは全く異なる場所に、ひとりぼっちの状態で放り込まれて、そこで生活することができ
たという体験が、自分の自信につながりました。特に今回に関しては、コロナの影響で住んでいた寮が
封鎖され、食事を取る場所の確保も困難な状態でした。そこから友人を頼り、家を転々とする生活が１週
間ほど続いた後、急遽2日後のフライトを取り、帰国する運びとなりました。本当に壮絶な体験だったの
一言に尽きます。留学で学べるのは英語だけではありませんでした。これは行ってみないとわからないと
思います。留学に行くかどうか迷っていたら、とりあえず行ってみるといいと思います。英語力に不安が
あろうと、なんだかんだなんとかなります。これから留学に行かれるみなさんの無事と成功を祈っていま
す。

(5)留学先としてこの大学をお勧めするポイントをあげてください

6.留学全般について
Ⅰ.留学先
(1)なぜ、そしていつ頃留学を決めましたか？

2年生になってから英語を話す能力が必要な授業が増え、話す力を伸ばすためには留学が一番手っ取り早いと思っ
たからです。

日本の英語教育はアメリカ英語が基準になっているので、アメリカに行って勉強したいという希望がありました。大学
には特にこだわりはなく選びました。

Ⅱ. まとめ

(4)なぜ最終的にこの国、この大学に決めましたか？

周りに何もない大学ですが、何もない分、逆に勉強に集中することができました。お金も節約できます。

上記のアンケートで書ききれなかったことなど、たくさん記載してください。
留学を通して学んだこと、大変だったこと、留学希望者へのアドバイスなど自由に記述。

(3)留学申請に必要な語学スコアの向上方法を教えてください。

TOEFLの単語帳と公式の参考書です。公式のものは全て英語で本も分厚いのでハードルは高かったですが、問題
量も豊富で、とても役に立ちました。
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